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表
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告

示

青
森
県
告
示
第
三
百
十
二
号

景
観
法

(

平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
青
森
県
景
観
計
画
を

定
め
た
の
で
、
同
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
青
森
県
景
観
計
画
に
係
る
図
書
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
景
観
計
画

第
１
景
観
計
画
区
域

青
森
県
の
区
域
(景
観
行
政
団
体
で
あ
る
市
町
村
の
区
域
を
除
く
｡
)
の
全
域
と
す
る
｡

第
２
景
観
計
画
区
域
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
方
針

１
良
好
な
景
観
の
形
成
の
基
本
目
標

青
森
県
景
観
形
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
､
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
目
標
と
し
､
良
好
な
景

観
の
形
成
を
図
る
も
の
と
す
る
｡

�
青
森
ら
し
さ
､
地
域
ら
し
さ
を
生
か
し
た
景
観
の
形
成

�
快
適
で
活
力
に
満
ち
た
景
観
の
形
成

�
｢人
に
や
さ
し
い
｣
景
観
の
形
成

２
良
好
な
景
観
の
形
成
の
促
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

青
森
県
景
観
形
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
､
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
､

良
好
な
景
観
の
形
成
の
促
進
を
図
る
も
の
と
す
る
｡

�
保
全
､
創
造
､
育
成
の
面
か
ら
の
景
観
の
形
成

�
県
､
県
民
及
び
事
業
者
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
る
景
観
の
形
成

�
総
合
的
､
長
期
的
な
景
観
の
形
成

３
大
規
模
行
為
に
係
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

大
規
模
行
為
(第
３
の
１
に
規
定
す
る
大
規
模
行
為
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
に
つ
い
て
は
､

次
に
掲
げ
る
事
項
を
考
慮
し
､
景
観
計
画
区
域
全
域
を
対
象
に
､
積
極
的
に
良
好
な
景
観
の
形

成
を
図
る
も
の
と
す
る
｡

�
届
出
に
対
す
る
勧
告
､
命
令
等
の
適
正
な
運
用
を
図
る
こ
と
｡

�
大
規
模
行
為
の
計
画
段
階
に
お
い
て
景
観
へ
の
配
慮
が
行
わ
れ
る
よ
う
関
係
団
体
等
と
の

十
分
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
､
啓
発
及
び
事
前
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
｡

�
市
町
村
が
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
方
針
そ
の
他
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関

す
る
施
策
を
策
定
し
､
及
び
実
施
す
る
場
合
は
､
当
該
施
策
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

４
公
共
事
業
等
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
推
進

公
共
事
業
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
次
の
事
項
を
考
慮
し
て
､
良
好
な
景
観
の
形
成
の
先

導
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
｡

�
公
共
事
業
景
観
形
成
基
準
に
従
い
､
安
全
性
､
機
能
性
の
確
保
を
基
本
と
し
つ
つ
､
周
辺

の
景
観
と
調
和
す
る
と
と
も
に
､
高
齢
者
､
障
害
者
等
に
も
配
慮
し
た
人
に
や
さ
し
い
施
設

づ
く
り
を
行
う
こ
と
｡
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…
…
…
…
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…
…
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�
市
町
村
が
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
方
針
そ
の
他
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関

す
る
施
策
を
策
定
し
､
及
び
実
施
す
る
場
合
は
､
当
該
施
策
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

５
援
助
及
び
啓
発
の
実
施

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
県
民
及
び
事
業
者
の
自
主
的
､
主
体
的
な
活
動
を
促
す
た
め
､

青
森
県
景
観
形
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
､
援
助
及
び
啓
発
の
取
組
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
｡

６
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
法
令
等
の
活
用

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
､
他
の
法
令
等
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
､

適
正
か
つ
効
果
的
な
運
用
を
行
い
､
総
合
的
に
良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
も
の
と
す
る
｡

第
３
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項

１
大
規
模
行
為

景
観
計
画
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
制
限
の
対
象
と
す
る
行
為
は
､
次
に
掲
げ
る
大
規
模
行

為
と
す
る
｡
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大
規
模
行
為

規
模

�
建
築
物
(建
築
基
準
法
(昭
和
２

５
年
法
律
第
２
０
１
号
)
第
２
条
第

１
号
に
規
定
す
る
建
築
物
を
い
う
｡

以
下
同
じ
｡
)
で
そ
の
高
さ
又
は
面

積
が
右
欄
に
掲
げ
る
規
模
を
超
え
る

も
の
の
新
築
､
増
築
(増
築
後
の
高

さ
又
は
面
積
が
当
該
規
模
を
超
え
る

こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
｡
)
､
改

築
(改
築
後
の
高
さ
又
は
面
積
が
当

該
規
模
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
も
の

を
含
む
｡
)
若
し
く
は
移
転
又
は
右

欄
に
掲
げ
る
規
模
を
超
え
る
外
観
の

変
更
を
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
､
模

様
替
若
し
く
は
色
彩
の
変
更

建
築
物
の
規
模
に
あ
っ
て
は
､
高
さ
１
３
メ
ー

ト
ル
又
は
建
築
面
積
１
,
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
と
し
､
外
観
の
変
更
の
規
模
に
あ
っ
て
は
､

建
築
物
の
外
観
に
係
る
面
積
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
面
積
と
す
る
｡

�
次
に
掲
げ
る
工
作
物
(建
築
物
を

除
く
｡
以
下
同
じ
｡
)
で
そ
の
高
さ

工
作
物
の
規
模
に
あ
っ
て
は
､
次
の
表
の
左

欄
に
掲
げ
る
工
作
物
の
区
分
に
応
じ
､
同
表
の

右
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
し
､
外
観
の
変
更
の

規
模
に
あ
っ
て
は
､
工
作
物
の
外
観
に
係
る
面

積
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
面
積
と
す
る
｡

又
は
面
積
が
右
欄
に
掲
げ
る
規
模
を

超
え
る
も
の
の
新
設
､
増
築
(増
築

後
の
高
さ
又
は
面
積
が
当
該
規
模
を

超
え
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
含
む
｡
)
､

改
築
(改
築
後
の
高
さ
又
は
面
積
が

当
該
規
模
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
も

の
を
含
む
｡
)
若
し
く
は
移
転
又
は

右
欄
に
掲
げ
る
規
模
を
超
え
る
外
観

の
変
更
を
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
､

模
様
替
若
し
く
は
色
彩
の
変
更

ア
さ
く
､
塀
､
擁
壁
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
工
作
物

イ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
柱
､

鉄
柱
､
木
柱
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
工
作
物
(エ
に
規
定
す
る
支

持
物
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
｡
)

ウ
煙
突
､
排
気
塔
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
工
作
物

エ
電
気
供
給
の
た
め
の
電
線
路
又

は
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の
線
路

(こ
れ
ら
の
支
持
物
を
含
む
｡
)

オ
物
見
塔
､
電
波
塔
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
工
作
物

カ
広
告
板
､
広
告
塔
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
工
作
物

キ
彫
像
､
記
念
碑
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
工
作
物

ク
観
覧
車
､
コ
ー
ス
タ
ー
､
ウ
ォ
ー

タ
ー
シ
ュ
ー
ト
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
遊
戯
施
設

ケ
自
動
車
車
庫
の
用
に
供
す
る
立

体
的
施
設

ア
に
掲
げ
る
工
作

物

高
さ
５
メ
ー
ト
ル

イ
及
び
ウ
に
掲
げ

る
工
作
物

高
さ
１
３
メ
ー
ト
ル

エ
に
掲
げ
る
工
作

物

高
さ
２
０
メ
ー
ト
ル

オ
に
掲
げ
る
工
作

物

高
さ
(建
築
物
と
一
体

と
な
っ
て
設
置
さ
れ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
､
地

盤
面
か
ら
当
該
工
作
物

の
上
端
ま
で
の
高
さ
)

１
３
メ
ー
ト
ル

カ
に
掲
げ
る
工
作

物

高
さ
(建
築
物
と
一
体

と
な
っ
て
設
置
さ
れ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
､
地

盤
面
か
ら
当
該
工
作
物

の
上
端
ま
で
の
高
さ
)

１
３
メ
ー
ト
ル
又
は
表

示
面
積
の
合
計
が
１
５

平
方
メ
ー
ト
ル

キ
か
ら
シ
ま
で
に

掲
げ
る
工
作
物

高
さ
１
３
メ
ー
ト
ル
又

は
築
造
面
積
１
,
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル



( )

２
景
観
法
第
１
６
条
第
１
項
第
４
号
の
条
例
で
定
め
る
べ
き
行
為

景
観
法
第
１
６
条
第
１
項
第
４
号
の
条
例
で
定
め
る
べ
き
行
為
は
､
前
項
の
表
第
４
号
か
ら

第
７
号
ま
で
に
掲
げ
る
大
規
模
行
為
と
す
る
｡

３
大
規
模
行
為
景
観
形
成
基
準

大
規
模
行
為
景
観
形
成
基
準
(景
観
法
第
１
６
条
第
３
項
若
し
く
は
第
６
項
又
は
第
１
７
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
規
制
又
は
措
置
の
基
準
と
し
て
必
要
な
制
限
を
い
う
｡
)
は
､
次
の
と

お
り
と
す
る
｡
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コ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
､
コ

ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
製
造
施
設

サ
石
油
､
ガ
ス
､
穀
物
､
飼
料
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
貯

蔵
又
は
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設

シ
汚
物
処
理
施
設
､
ご
み
焼
却
施

設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
処
理

施
設

�
開
発
行
為
(都
市
計
画
法
(昭
和

４
３
年
法
律
第
１
０
０
号
)
第
４
条

第
１
２
項
に
規
定
す
る
開
発
行
為
を

い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
で
､
当
該
行

為
に
係
る
土
地
の
面
積
又
は
当
該
行

為
に
伴
い
生
ず
る
法
面
の
高
さ
が
右

欄
に
掲
げ
る
規
模
を
超
え
る
も
の

土
地
の
面
積
に
あ
っ
て
は
３
,
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
､
法
面
の
高
さ
に
あ
っ
て
は
５
メ
ー

ト
ル
と
す
る
｡

�
土
石
の
採
取
又
は
鉱
物
の
掘
採
で
､

当
該
行
為
に
係
る
土
地
の
面
積
又
は

当
該
行
為
に
伴
い
生
ず
る
法
面
の
高

さ
が
右
欄
に
掲
げ
る
規
模
を
超
え
る

も
の

土
地
の
面
積
に
あ
っ
て
は
３
,
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
､
法
面
の
高
さ
に
あ
っ
て
は
５
メ
ー

ト
ル
と
す
る
｡

�
土
地
の
形
質
の
変
更
(開
発
行
為
､

土
石
の
採
取
及
び
鉱
物
の
掘
採
を
除

く
｡
)
で
､
当
該
行
為
に
係
る
土
地

の
面
積
又
は
当
該
行
為
に
伴
い
生
ず

る
法
面
の
高
さ
が
右
欄
に
掲
げ
る
規

模
を
超
え
る
も
の

土
地
の
面
積
に
あ
っ
て
は
３
,
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
､
法
面
の
高
さ
に
あ
っ
て
は
５
メ
ー

ト
ル
と
す
る
｡

�
屋
外
に
お
け
る
土
石
､
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
(昭

和
４
５
年
法
律
第
１
３
７
号
)
第
２

高
さ
に
あ
っ
て
は
５
メ
ー
ト
ル
､
土
地
の
面

積
に
あ
っ
て
は
１
,
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と

す
る
｡

条
第
１
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
､
資

源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
(平
成
３
年
法
律
第
４
８
号
)

第
２
条
第
４
項
に
規
定
す
る
再
生
資

源
そ
の
他
の
物
件
の
堆 た
い積
で
､
そ
の

高
さ
又
は
そ
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地

の
面
積
が
右
欄
に
掲
げ
る
規
模
を
超

え
る
も
の

�
水
面
の
埋
立
て
又
は
干
拓
で
､
当

該
行
為
に
係
る
水
面
の
面
積
又
は
当

該
行
為
に
伴
い
生
ず
る
法
面
の
高
さ

が
右
欄
に
掲
げ
る
規
模
を
超
え
る
も

の

水
面
の
面
積
に
あ
っ
て
は
３
,
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
､
法
面
の
高
さ
に
あ
っ
て
は
５
メ
ー

ト
ル
と
す
る
｡

区
分

基
準

共
通

事
項

�
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
､
周
辺
景
観
と
の
調
和

に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
大
規
模
行
為
の
行
為
地
(以
下
｢行
為
地
｣
と

い
う
｡
)
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
､
自
然
や
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
等
の
地
域
の
良
好
な
景
観
資
源

を
保
全
す
る
と
と
も
に
､
主
要
な
視
点
場
か
ら
の

眺
望
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
行
為
地
に
つ
い
て
､
市
町
村
が
良
好
な
景
観
の

形
成
に
関
す
る
基
本
方
針
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
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計
画
､
基
準
等
を
定
め
て
い
る
場
合
は
､
そ
の
内

容
に
も
適
合
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
行
為
地
に
つ
い
て
､
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関

す
る
協
定
が
あ
る
場
合
は
､
そ
の
内
容
に
も
適
合

す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

建
築
物
の
新
築
､

増
築
､
改
築
若

し
く
は
移
転
､

外
観
を
変
更
す

る
こ
と
と
な
る

修
繕
若
し
く
は

模
様
替
若
し
く

は
色
彩
の
変
更

又
は
工
作
物
の

新
設
､
増
築
､

改
築
若
し
く
は

移
転
､
外
観
を

変
更
す
る
こ
と

と
な
る
修
繕
若

し
く
は
模
様
替

若
し
く
は
色
彩

の
変
更

位
置
､
規
模
並

び
に
形
態
及
び

色
彩
そ
の
他
の

意
匠
(
以
下

｢形
態
意
匠
｣

と
い
う
｡
)

�
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
山
稜 り
よ
う近
傍
地
に
あ
っ

て
は
､
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
稜 り
よ
う線
を
切
断
し
た

り
､
背
景
と
の
調
和
を
乱
す
こ
と
の
な
い
よ
う
位

置
､
規
模
及
び
形
態
意
匠
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
良
好
な
自
然
景
観
を
有
す
る
地
域
で
は
､
こ
れ

と
調
和
す
る
よ
う
規
模
及
び
形
態
意
匠
に
配
慮
す

る
こ
と
｡

�
道
路
等
の
公
共
空
間
に
接
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
､
歩
行
者
等
に
対
す
る
圧
迫
感
を
緩
和
す
る
よ

う
な
位
置
､
規
模
及
び
形
態
意
匠
と
す
る
と
と
も

に
､
高
層
の
建
築
物
な
ど
に
あ
っ
て
は
､
前
面
に

公
開
空
地
を
設
け
る
な
ど
､
敷
地
内
に
ゆ
と
り
あ

る
空
間
を
創
出
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
市
街
地
に
あ
っ
て
は
､
周
辺
の
建
築
物
又
は
工

作
物
と
の
連
続
性
を
考
慮
し
て
､
町
並
み
と
調
和

し
た
高
さ
､
位
置
及
び
形
態
意
匠
と
す
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
｡

�
建
築
物
又
は
工
作
物
が
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り

の
あ
る
形
態
意
匠
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
周
辺
景
観
と
調
和
す
る
色
彩
を
用
い
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
｡

�
多
く
の
色
彩
や
ア
ク
セ
ン
ト
色
を
使
用
す
る
場

合
は
､
そ
の
数
､
色
彩
相
互
の
調
和
及
び
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

素
材

�
周
辺
景
観
と
調
和
す
る
素
材
を
採
用
す
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
｡

�
可
能
な
限
り
､
耐
久
性
に
優
れ
維
持
管
理
が
容

易
な
素
材
や
年
数
と
と
も
に
景
観
の
中
に
溶
け
込

む
よ
う
な
素
材
を
採
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

敷
地

�
敷
地
内
は
､
可
能
な
限
り
郷
土
種
を
用
い
て
緑

化
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡
特
に
､
住
宅
地
等

に
あ
っ
て
は
､
敷
地
の
周
囲
を
生
け
垣
等
に
よ
り

緑
化
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
敷
地
内
に
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ

る
場
合
は
､
保
存
又
は
移
植
す
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
｡

そ
の

他
�
一
つ
の
敷
地
に
複
数
の
建
築
物
､
工
作
物
､
屋

外
駐
車
場
等
を
設
け
る
場
合
は
､
施
設
間
の
調
和

及
び
施
設
全
体
と
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
す

る
こ
と
｡

�
建
築
物
又
は
工
作
物
の
移
転
後
の
跡
地
は
､
周

辺
景
観
と
の
調
和
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
必
要
に
応
じ
､
ス
ロ
ー
プ
や
段
差
の
な
い
入
り

口
の
設
置
等
に
よ
り
､
や
さ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る

景
観
の
形
成
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
行
為
地
が
積
雪
地
で
あ
る
場
合
は
､
防
雪
施
設
､

堆 た
い雪
ス
ペ
ー
ス
等
の
設
置
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
､

積
雪
期
以
外
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
施
設
と
周
辺
景

観
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

開
発
行
為
そ
の

他
土
地
の
形
質

の
変
更

方
法

現
況
の
地
形
を
可
能
な
限
り
生
か
し
､
長
大
な
法

面
や
擁
壁
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡
や
む

を
得
な
い
場
合
は
､
法
面
を
郷
土
種
等
を
用
い
て
緑

化
し
､
又
は
擁
壁
を
周
辺
景
観
と
調
和
し
た
形
態
及

び
素
材
と
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

そ
の

他
敷
地
内
に
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
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場
合
は
､
保
存
又
は
移
植
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

土
石
の
採
取
又

は
鉱
物
の
掘
採

方
法

採
取
又
は
掘
採
は
整
然
と
行
い
､
必
要
に
応
じ
て

郷
土
種
を
用
い
た
緑
化
や
塀
の
設
置
等
に
よ
り
周
辺

景
観
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

そ
の

他
跡
地
は
､
速
や
か
に
郷
土
種
等
を
用
い
て
周
辺
の

植
生
と
調
和
し
た
緑
化
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

屋
外
に
お
け
る

物
件
の
堆 た
い積

位
置
及
び
規
模

道
路
等
の
公
共
空
間
か
ら
見
え
に
く
い
位
置
及
び

規
模
と
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

方
法

高
さ
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
と
と
も
に
､
整
然
と

し
た
物
件
の
堆 た
い積
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

そ
の

他
道
路
等
の
公
共
空
間
か
ら
可
能
な
限
り
見
え
な
い

よ
う
敷
地
の
周
囲
を
郷
土
種
を
用
い
た
緑
化
や
塀
の

設
置
等
に
よ
り
遮
へ
い
し
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に

配
慮
す
る
こ
と
｡

水
面
の
埋
立
て

又
は
干
拓

方
法

埋
立
て
又
は
干
拓
に
よ
り
生
じ
る
護
岸
､
擁
壁
等

は
､
周
辺
景
観
と
調
和
す
る
よ
う
形
態
､
素
材
等
に

配
慮
す
る
こ
と
｡
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青
森
県
告
示
第
三
百
十
三
号

青
森
県
景
観
条
例(

平
成
八
年
三
月
青
森
県
条
例
第
二
号)

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
市
町
村
条
例
適
用
地
域
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

公

告

青
森
県
景
観
形
成
基
本
方
針
の
変
更
の
公
表

青
森
県
景
観
条
例

(

平
成
八
年
三
月
青
森
県
条
例
第
二
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

た
青
森
県
景
観
形
成
基
本
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
景
観
形
成
基
本
方
針

今
日
､
人
々
は
､
生
活
の
ゆ
と
り
や
潤
い
､
人
を
思
い
や
る
心
､
美
的
な
感
性
な
ど
豊
か
な
人
間

性
の
回
復
を
求
め
て
い
ま
す
｡

優
れ
た
景
観
は
､
快
適
な
生
活
環
境
を
創
出
し
､
県
民
に
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
は
ぐ
く
み
､

さ
ら
に
は
次
代
を
担
う
子
供
の
情
操
を
育
て
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
､
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
で
す
｡
ま
た
､
地
域
の
個
性
づ
く
り
､
魅
力
向
上
を
通
じ
､
地
域
の

活
性
化
に
も
役
立
つ
も
の
で
す
｡

幸
い
､
本
県
は
､
四
季
が
表
情
豊
か
に
移
り
ゆ
き
､
緑
豊
か
な
山
脈
(や
ま
な
み
)
､
清
ら
か
な

水
の
あ
ふ
れ
る
川
や
湖
､
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
な
ど
の
美
し
い
自
然
の
景
観
を
有
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
遠
い
縁
(え
に
し
)
の
優
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
､
独
特
な
田
園
や
町
並
み
な
ど
､
先

人
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
創 つ
くり
､
受
け
継
い
で
き
た
景
観
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
｡

景
観
は
､
地
域
の
文
化
の
表
れ
で
あ
り
､
人
々
の
営
み
に
よ
り
変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
｡

次
の
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て
､
こ
の
す
ば
ら
し
い
県
土
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
､
今
に
生
き
る
私

た
ち
一
人
一
人
が
､
青
森
の
景
観
の
良
さ
を
見
つ
め
直
し
､
こ
れ
を
守
り
､
ま
た
､
利
便
性
や
開
発

と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
､
新
た
に
良
好
な
景
観
を
創 つ
くり
上
げ
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
｡

こ
こ
に
､
県
民
が
心
を
合
わ
せ
､
青
森
ら
し
い
､
良
好
な
景
観
を
守
り
､
育
て
､
創 つ
くり
上
げ
て
い

く
た
め
､
青
森
県
景
観
形
成
基
本
方
針
を
定
め
ま
す
｡

第
１
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
構
想

１
良
好
な
景
観
の
形
成
の
基
本
目
標

�
青
森
ら
し
さ
､
地
域
ら
し
さ
を
生
か
し
た
景
観
の
形
成

本
県
は
､
広
大
な
平
た
ん
地
や
柔
ら
か
な
稜 り
よ
う線
の
山
脈
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
地
形
を
有
し
､

明
確
な
四
季
と
､
豊
か
な
緑
や
水
､
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
を
基
盤
と
し
長
い
時
間
の
中
で
培
わ

れ
た
個
性
豊
か
な
文
化
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
｡

県
民
の
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
み
､
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
､
こ
の
よ

う
な
地
形
や
気
候
､
植
生
､
文
化
な
ど
地
域
の
景
観
資
源
を
活
用
し
､
青
森
ら
し
さ
､
地
域

ら
し
さ
を
生
か
し
た
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
｡

�
快
適
で
活
力
に
満
ち
た
景
観
の
形
成

目
指
す
べ
き
良
好
な
景
観
は
､
県
民
に
精
神
的
な
豊
か
さ
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
､

単
に
視
覚
的
に
美
し
い
だ
け
で
な
く
､
地
域
社
会
の
活
力
の
源
泉
や
高
い
生
活
水
準
の
証
左

と
も
な
り
ま
す
｡
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名

称

区

域

指
定
年
月
日

弘
前
市
都
市
景
観
条
例
適
用
地
域

弘
前
市
の
区
域

平
成
十
八
年
四
月
一
日



( )
こ
の
た
め
､
機
能
と
美
､
に
ぎ
わ
い
と
落
ち
着
き
､
開
発
と
保
全
な
ど
の
調
和
に
配
慮
し

て
､
快
適
で
活
力
の
あ
る
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
｡

�
｢人
に
や
さ
し
い
｣
景
観
の
形
成

精
神
的
な
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
安
ら
ぎ
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
､
｢見
え
る
環
境
｣
で
あ
る
景
観
か
ら
も
､
豊
か
な
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
高
齢
者
､
障
害
者
等
も
含
め
､
県
民
が
ひ
と
し
く
安
全
､
安
心
を
感
受
で
き

る
よ
う
な
､
温 ぬ
くも
り
の
あ
る
､
人
に
や
さ
し
い
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
｡

２
良
好
な
景
観
の
形
成
の
促
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

�
保
全
､
創
造
､
育
成
の
面
か
ら
の
景
観
の
形
成

良
好
な
景
観
は
､
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
､
既
に
あ
る
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
る
景
観
の
保
全
に
努
め
､
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
､
積
極
的

に
良
好
な
景
観
の
創
造
に
努
め
て
い
き
ま
す
｡

ま
た
､
既
に
あ
る
景
観
を
生
か
し
な
が
ら
よ
り
良
い
景
観
に
成
長
さ
せ
て
い
く
と
い
う
育

成
の
視
点
を
持
つ
こ
と
も
重
要
で
す
｡

�
県
､
県
民
及
び
事
業
者
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
る
景
観
の
形
成

良
好
な
景
観
の
形
成
は
､
県
､
県
民
及
び
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
に
応
じ
､
積
極
的

に
こ
れ
に
参
加
し
､
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
り
初
め
て
実
現
で
き
る
一
体
的
な
取
組
で
す
｡

こ
の
た
め
､
県
は
､
自
ら
良
好
な
景
観
の
形
成
の
先
導
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
､
県

民
及
び
事
業
者
が
､
景
観
の
重
要
性
を
認
識
し
､
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
自
主
的
に
良
好
な
景

観
の
形
成
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
｡

�
総
合
的
､
長
期
的
な
景
観
の
形
成

景
観
は
､
自
然
的
要
素
と
人
為
的
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
､
県
､
県
民
及
び
事
業
者
の

様
々
な
営
み
に
よ
り
､
長
い
時
間
の
中
で
形
づ
く
ら
れ
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
良
好
な
景
観
の
形
成
は
､
県
､
県
民
及
び
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分

担
し
つ
つ
､
相
互
に
連
携
､
調
整
を
図
り
総
合
的
に
行
う
と
と
も
に
､
望
ま
し
い
地
域
づ
く

り
の
在
り
方
を
踏
ま
え
､
長
期
的
な
観
点
か
ら
進
め
ま
す
｡

３
景
観
計
画
区
域
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

�
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
上
で
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項ア
次
に
掲
げ
る
地
域
そ
の
他
の
地
域
の
う
ち
､
県
土
の
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
上
で

特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
景
観
形
成
重
点
地
域
と
し
て
､
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
良
好
な
景
観
を
重
点
的
か
つ
先
導
的
に
形
成
し
て
い
き
ま
す
｡

①
山
岳
､
高
原
､
海
岸
､
湖
沼
等
の
自
然
景
観
を
有
す
る
地
域

②
伝
統
的
町
並
み
､
神
社
､
寺
院
､
遺
跡
等
の
歴
史
的
遺
産
又
は
文
化
的
遺
産
を
有
す

る
地
域

③
田
園
景
観
を
有
す
る
地
域

④
都
市
景
観
を
有
す
る
地
域

イ
景
観
形
成
重
点
地
域
に
つ
い
て
は
､
次
の
事
項
を
考
慮
し
ま
す
｡

①
原
則
と
し
て
共
通
の
景
観
特
性
を
有
し
､
一
定
の
広
が
り
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
こ

と
｡

②
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
､
関
係
市
町
村
や
地
域
住
民
に
よ
り
､
十
分
な
合
意
が

形
成
さ
れ
､
か
つ
､
積
極
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
｡

③
景
観
特
性
､
景
観
資
源
等
の
著
し
い
変
化
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
､
良
好
な
景
観
の
形

成
に
緊
急
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
｡

④
地
域
の
景
観
特
性
､
景
観
資
源
､
主
要
な
視
点
場
の
実
態
を
踏
ま
え
て
､
良
好
な
景

観
の
形
成
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
｡
こ
の
場
合
､
関
係
市
町
村
､
地
域
住
民
等

の
意
向
を
十
分
踏
ま
え
る
こ
と
｡

⑤
公
共
事
業
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
良
好
な
景
観
の
形
成
の
方
向
に
十
分
配
慮
す

る
と
と
も
に
､
特
に
先
導
的
な
景
観
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
｡

�
大
規
模
行
為
に
係
る
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

大
規
模
行
為
は
景
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
､
周
囲
の
自
然
や
町
並

み
等
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
｡

こ
の
た
め
､
大
規
模
行
為
に
つ
い
て
は
､
県
土
全
域
を
対
象
に
､
積
極
的
に
良
好
な
景
観

を
形
成
し
て
い
き
ま
す
｡
ま
た
､
市
町
村
が
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
方
針
､
良

好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
計
画
そ
の
他
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
､

及
び
実
施
す
る
場
合
は
､
当
該
施
策
に
配
慮
し
ま
す
｡

第
２
そ
の
他
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
重
要
な
事
項

１
公
共
事
業
等
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
推
進

公
共
の
道
路
､
橋
､
建
築
物
等
は
､
不
特
定
多
数
の
人
の
目
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
､
大
規
模
な
も
の
や
地
域
の
景
観
の
骨
格
を
形
成
す
る
基
盤
と
な
る
も
の
が
多
く
､
県
土
の

景
観
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
公
共
事
業
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
､
次

の
事
項
を
考
慮
し
て
､
良
好
な
景
観
の
形
成
の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
｡

�
公
共
事
業
景
観
形
成
基
準
に
従
い
､
安
全
性
､
機
能
性
の
確
保
を
基
本
と
し
つ
つ
､
周
辺
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( )
の
景
観
と
調
和
す
る
と
と
も
に
､
高
齢
者
､
障
害
者
等
に
も
配
慮
し
た
人
に
や
さ
し
い
施
設

づ
く
り
を
行
う
こ
と
｡

�
市
町
村
が
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
方
針
､
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
計

画
そ
の
他
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
､
及
び
実
施
す
る
場
合
は
､
当

該
施
策
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

２
援
助
及
び
啓
発
の
実
施

良
好
な
景
観
の
形
成
に
は
県
民
及
び
事
業
者
の
自
主
的
､
主
体
的
な
活
動
が
重
要
で
あ
り
､

こ
れ
を
促
す
た
め
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
い
ま
す
｡

�
援
助
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

市
町
村
が
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
､
及
び
実
施
す
る
場
合
や
県
民

等
が
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し
自
発
的
な
活
動
を
行
う
場
合
に
は
､
専
門
的
､
技
術
的
な

知
識
や
判
断
､
手
法
等
を
必
要
と
す
る
た
め
､
市
町
村
や
県
民
等
に
対
し
て
財
政
的
､
専
門

的
､
技
術
的
な
援
助
及
び
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
｡

�
啓
発
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

県
民
及
び
事
業
者
の
間
に
広
く
県
土
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
､
積
極
的
に
県
土
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
活
動
を
行
う
意
欲
を

高
め
る
た
め
､
次
に
掲
げ
る
取
組
を
推
進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
｡

ア
県
は
､
｢景
観
の
日
｣
に
は
､
県
民
等
が
広
く
参
加
で
き
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
｡

イ
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
住
民
協
定
の
締
結
を
促
進
す
る
た
め
､
そ
の
紹
介
等
を

行
う
こ
と
｡

ウ
｢ふ
る
さ
と
眺
望
点
｣
が
青
森
ら
し
い
景
観
､
地
域
ら
し
い
景
観
を
実
感
で
き
る
場
と

し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
そ
の
紹
介
等
を
行
う
こ
と
｡

エ
県
は
､
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
､
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
研
修
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
｡

オ
子
供
た
ち
の
景
観
に
関
す
る
関
心
を
高
め
て
い
く
た
め
､
学
校
教
育
等
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
､
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
｡

カ
県
民
が
､
景
観
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
容
易
に
行
え
る
よ
う
な
仕
組
づ
く
り

を
す
る
こ
と
｡

キ
青
森
ら
し
い
緑
を
生
か
し
た
景
観
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
生
け
垣
等
を
活
用
し
た
緑
化
に

関
し
て
啓
発
す
る
こ
と
｡

３
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
法
令
等
の
活
用

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
法
令
等
は
､
景
観
法
を
始
め
と
し
､
自
然
公
園
法
､
都
市
計

画
法
､
建
築
基
準
法
､
屋
外
広
告
物
法
､
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
｡
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ら
の
法
令
等
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
､
適
正
か
つ
効
果
的
な
運
用
を
行
い
､
総
合
的
に
良
好
な
景
観
の
形
成

を
促
進
し
ま
す
｡
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( )

青
森
県
公
共
事
業
景
観
形
成
基
準
の
変
更
の
公
表

青
森
県
景
観
条
例

(

平
成
八
年
三
月
青
森
県
条
例
第
二
号)

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定

め
た
青
森
県
公
共
事
業
景
観
形
成
基
準
を
変
更
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
公
共
事
業
景
観
形
成
基
準

第
１
趣
旨

こ
の
基
準
は
､
青
森
県
景
観
条
例
(平
成
８
年
３
月
青
森
県
条
例
第
２
号
)
第
１
７
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
､
県
が
実
施
す
る
公
共
事
業
に
係
る
良
好
な
景
観
の
形
成
(以
下
｢景
観
形
成
｣

と
い
う
｡
)
の
た
め
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
｡

第
２
運
用
方
針

�
こ
の
基
準
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
､
関
係
公
共
団
体
等
と
の
十
分
な
連
絡
調
整
を
図
り
､
整

合
性
の
と
れ
た
景
観
形
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
｡

�
こ
の
基
準
に
よ
る
景
観
形
成
の
た
め
の
配
慮
の
程
度
に
つ
い
て
は
､
事
業
の
目
的
や
施
設
の

安
全
性
・
機
能
性
に
支
障
の
生
じ
な
い
範
囲
で
､
先
導
的
な
景
観
形
成
の
必
要
性
､
景
観
形
成

に
及
ぼ
す
影
響
等
を
個
々
に
勘
案
し
判
断
す
る
も
の
と
す
る
｡

第
３
共
通
事
項

１
基
本
的
な
事
項

�
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

�
景
観
形
成
の
先
導
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
､
将
来
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
計
画
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
､
自
然
や
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
等
の
地
域
の
良
好
な
景

観
資
源
を
保
全
す
る
と
と
も
に
､
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
眺
望
を
妨
げ
な
い
箇
所
と
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
｡

�
公
共
事
業
等
の
相
互
間
の
調
和
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

�
計
画
地
に
つ
い
て
､
市
町
村
が
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
基
本
方
針
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
計
画
､
基
準
等
を
定
め
て
い
る
場
合
は
､
そ
の
内
容
に
も
適
合
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
｡

�
計
画
地
に
つ
い
て
､
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
協
定
が
あ
る
場
合
は
､
そ
の
内
容
に

も
適
合
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

２
施
設
・
設
備
に
関
す
る
事
項

�
法
面

現
況
の
地
形
や
周
辺
の
既
存
植
生
を
考
慮
し
た
上
で
､
可
能
な
限
り
､
緩
や
か
な
こ
う
配

の
採
用
や
緑
化
等
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

�
擁
壁

圧
迫
感
を
緩
和
す
る
た
め
､
規
模
､
意
匠
及
び
素
材
の
工
夫
や
緑
化
に
よ
り
､
周
辺
景
観
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( )
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

�
護
岸

形
態
､
意
匠
及
び
素
材
の
工
夫
や
緑
化
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も

に
､
親
水
性
の
確
保
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
防
護
さ
く

形
態
､
意
匠
､
色
彩
及
び
素
材
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も

に
､
統
一
性
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
舗
装

伝
統
的
町
並
み
等
を
有
す
る
地
域
に
あ
っ
て
は
､
意
匠
､
色
彩
及
び
素
材
の
工
夫
に
よ
り
､

周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

�
展
望
広
場
等

計
画
地
に
お
い
て
､
特
に
眺
望
の
優
れ
た
箇
所
が
あ
る
場
合
に
は
､
可
能
な
限
り
､
展
望

広
場
､
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
､
こ
れ
ら
の
施
設
自
体
が
周
辺
の

景
観
と
調
和
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
標
識
・
サ
イ
ン
類

①
形
態
､
意
匠
､
色
彩
､
素
材
等
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

②
可
能
な
限
り
､
設
置
数
及
び
設
置
場
所
の
適
正
化
を
図
り
､
地
域
や
沿
線
に
お
け
る
統

一
性
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
照
明
施
設

①
形
態
､
意
匠
､
色
彩
､
素
材
等
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と

も
に
､
統
一
性
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

②
施
設
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
場
合
に
は
､
過
剰
な
光
量
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ

と
｡

�
雪
対
策
施
設

計
画
地
が
積
雪
地
で
あ
る
場
合
は
､
防
雪
施
設
､
堆 た
い積
ス
ペ
ー
ス
等
の
設
置
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
､
積
雪
期
以
外
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
施
設
と
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

３
そ
の
他

�
用
地
造
成

可
能
な
限
り
現
況
の
地
形
を
生
か
し
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

	
緑
の
保
全
・
緑
化

①
計
画
地
に
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
､
保
存
又
は
移
植
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
｡

②
植
栽
に
当
た
っ
て
は
､
自
然
的
条
件
や
周
辺
景
観
と
の
調
和
を
考
慮
し
､
可
能
な
限
り

郷
土
種
の
使
用
に
努
め
る
こ
と
｡
ま
た
､
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
､
季
節
感
や
潤
い
を
も

た
ら
す
花
木
の
活
用
に
も
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
維
持
管
理
等

①
維
持
管
理
及
び
修
繕
に
当
た
っ
て
は
､
形
態
､
意
匠
､
色
彩
及
び
素
材
が
全
体
と
し
て

周
辺
景
観
に
調
和
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

②
樹
木
等
に
つ
い
て
は
､
長
期
に
わ
た
っ
て
美
し
い
景
観
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

適
正
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
｡

第
４
事
業
別
事
項

１
道
路

�
路
線
の
選
定
等

①
良
好
な
景
観
を
有
す
る
地
域
に
あ
っ
て
は
､
そ
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
路
線
の

選
定
を
行
う
な
ど
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

②
路
線
計
画
に
当
た
っ
て
は
､
良
好
な
眺
望
が
得
ら
れ
る
よ
う
､
ま
た
､
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
等
の
景
観
資
源
を
利
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

	
ト
ン
ネ
ル
､
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
等

出
入
口
は
､
形
態
､
意
匠
､
素
材
等
の
工
夫
及
び
緑
化
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に

努
め
る
こ
と
｡

�
高
架
橋
・
歩
道
橋

形
態
､
意
匠
､
素
材
及
び
色
彩
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

�
交
差
点

信
号
機
柱
､
標
識
､
照
明
施
設
等
に
つ
い
て
は
､
可
能
な
限
り
､
整
理
統
合
を
行
い
､
周

辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

�
歩
道
・
自
転
車
道

①
路
面
に
つ
い
て
は
､
色
彩
､
素
材
等
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る

こ
と
｡

②
必
要
に
応
じ
､
緑
化
､
小
広
場
の
設
置
等
に
よ
り
､
潤
い
の
場
の
創
出
に
努
め
る
こ
と
｡

そ
の
際
に
は
､
地
域
の
特
性
又
は
統
一
性
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
地
下
歩
道
等

上
屋
は
､
形
態
､
意
匠
､
色
彩
等
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と

も
に
､
地
下
部
に
お
い
て
は
､
暗
さ
や
圧
迫
感
を
可
能
な
限
り
緩
和
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ

と
｡

�
道
路
附
属
物
・
占
用
物
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( )
①
防
護
さ
く
､
照
明
施
設
､
標
識
等
は
､
形
態
､
意
匠
､
色
彩
､
素
材
等
の
工
夫
に
よ
り
､

周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も
に
､
地
域
や
沿
線
に
お
け
る
統
一
性
に
配
慮
す
る

こ
と
｡

②
快
適
な
市
街
地
の
景
観
を
実
現
す
る
た
め
､
可
能
な
限
り
､
電
線
類
の
地
中
化
を
図
る

よ
う
努
め
る
こ
と
｡

�
道
路
緑
化

①
都
市
部
の
道
路
に
あ
っ
て
は
､
可
能
な
限
り
､
連
続
し
た
植
樹
帯
や
植
樹
ま
す
を
設
け

る
と
と
も
に
､
そ
の
他
の
地
域
の
道
路
に
あ
っ
て
も
沿
道
の
緑
を
有
効
に
活
用
し
た
緑
化

に
努
め
る
こ
と
｡
ま
た
､
中
央
分
離
帯
や
交
通
島
に
つ
い
て
も
､
可
能
な
限
り
緑
化
す
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
｡

②
植
樹
に
当
た
っ
て
は
､
樹
木
の
配
置
や
樹
高
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
､
沿
線
に
お
け

る
統
一
性
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

２
橋
り
ょ
う

�
橋
り
ょ
う
本
体

形
態
､
意
匠
､
色
彩
等
の
工
夫
に
よ
り
､
地
域
の
特
性
及
び
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
､
必
要
に
応
じ
造
形
的
な
美
し
さ
の
創
出
に
努
め
る
こ
と
｡

�
親
柱
､
高
欄
及
び
照
明
施
設

橋
り
ょ
う
本
体
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も
に
､
形
態
､
意
匠
､
色
彩
､
素
材
等
の
工
夫

に
よ
り
､
地
域
の
特
性
及
び
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
橋
詰

橋
り
ょ
う
本
体
や
高
欄
等
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も
に
､
必
要
に
応
じ
小
広
場
等
を
設

置
し
､
周
辺
景
観
の
眺
望
の
場
と
し
て
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
｡

３
河
川
・
水
路

�
護
岸

第
３
の
２
の
�
に
準
じ
る
｡

�
堤
防
及
び
高
水
敷

地
域
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も
に
､
可
能
な
限
り
親
水
性
の
確
保
に
配
慮

す
る
こ
と
｡

�
そ
の
他
の
工
作
物

水
辺
の
植
生
等
に
配
慮
し
､
形
態
､
素
材
等
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努

め
る
こ
と
｡

４
ダ
ム

�
ダ
ム
本
体

形
態
等
に
つ
い
て
は
､
周
辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
ダ
ム
湖
周
辺

①
可
能
な
限
り
既
存
植
生
の
保
全
や
緑
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に

努
め
る
こ
と
｡

②
公
園
等
の
整
備
に
よ
り
､
潤
い
の
場
の
創
出
に
努
め
る
こ
と
｡
そ
の
際
に
は
､
可
能
な

限
り
親
水
性
や
眺
望
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

５
砂
防
・
治
山

�
堰
堤

形
態
､
素
材
等
の
工
夫
及
び
周
囲
の
緑
化
に
よ
り
､
周
辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
努
め

る
こ
と
｡

�
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
施
設
・
山
腹
工
施
設

形
態
､
素
材
等
の
工
夫
及
び
緑
化
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

６
港
湾
・
漁
港

�
防
波
堤
､
岸
壁
等

形
態
､
意
匠
及
び
素
材
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も
に
､
可

能
な
限
り
親
水
性
の
確
保
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
建
築
物
・
工
作
物

①
形
態
､
意
匠
､
色
彩
等
の
工
夫
及
び
緑
化
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と

と
も
に
､
関
連
施
設
相
互
の
調
和
に
も
配
慮
す
る
こ
と
｡

②
余
裕
地
に
お
い
て
は
､
緑
化
等
を
行
い
､
潤
い
の
あ
る
空
間
を
創
出
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
｡

７
海
岸

�
堤
防
等

形
態
､
意
匠
及
び
素
材
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
と
と
も

に
､
親
水
性
の
確
保
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
海
浜

自
然
海
浜
は
､
可
能
な
限
り
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
､
海
浜
公
園
な
ど
の
人
工
海
浜
を

整
備
す
る
場
合
は
､
周
辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

８
公
園
・
緑
地

�
施
設

位
置
､
形
態
､
意
匠
､
素
材
等
の
工
夫
に
よ
り
､
園
内
や
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
努
め
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( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

る
こ
と
｡
特
に
､
休
憩
施
設
､
遊
具
､
園
路
等
に
つ
い
て
は
､
可
能
な
限
り
地
域
性
の
あ
る

素
材
の
活
用
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

�
駐
車
場
・
自
転
車
置
場

配
置
等
の
工
夫
に
よ
り
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

�
緑
の
保
全
・
緑
化

第
３
の
３
の
�
に
準
じ
る
｡

９
公
共
建
築
物

�
建
築
物
本
体

ア
位
置
､
規
模
､
形
態
及
び
意
匠

①
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
山
稜 り
よ
う近
傍
地
に
あ
っ
て
は
､
主
要
な
視
点
場
か
ら
の
稜 り
よ
う線

を
切
断
し
た
り
､
背
景
と
の
調
和
を
乱
す
こ
と
の
な
い
よ
う
位
置
､
規
模
､
形
態
及
び

意
匠
の
工
夫
に
努
め
る
こ
と
｡

②
良
好
な
自
然
景
観
を
有
す
る
地
域
で
は
､
こ
れ
と
調
和
す
る
よ
う
規
模
､
形
態
及
び

意
匠
の
工
夫
に
努
め
る
こ
と
｡

③
道
路
等
の
公
共
空
間
に
接
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
､
歩
行
者
等
に
対
す
る
圧
迫
感
を

緩
和
す
る
よ
う
な
位
置
､
規
模
､
形
態
及
び
意
匠
と
す
る
と
と
も
に
､
高
層
の
建
築
物

に
あ
っ
て
は
､
前
面
に
公
開
空
地
を
設
け
る
な
ど
､
敷
地
内
に
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
を

創
出
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

④
市
街
地
に
あ
っ
て
は
､
周
辺
の
建
築
物
と
の
連
続
性
を
考
慮
し
て
､
町
並
み
と
調
和

し
た
高
さ
､
位
置
､
形
態
及
び
意
匠
と
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

⑤
建
築
物
が
全
体
と
し
て
､
ま
と
ま
り
の
あ
る
形
態
及
び
意
匠
と
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
｡

イ
色
彩

①
周
辺
景
観
と
調
和
す
る
色
彩
を
用
い
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

②
多
く
の
色
彩
や
ア
ク
セ
ン
ト
色
を
使
用
す
る
場
合
は
､
そ
の
数
､
色
彩
相
互
の
調
和

及
び
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と
｡

ウ
素
材

①
周
辺
景
観
と
調
和
す
る
素
材
を
採
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

②
可
能
な
限
り
､
耐
久
性
に
優
れ
維
持
管
理
が
容
易
な
素
材
や
年
数
と
と
も
に
景
観
の

中
に
溶
け
込
む
よ
う
な
素
材
を
採
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

�
敷
地

①
敷
地
内
は
､
可
能
な
限
り
郷
土
種
を
用
い
て
緑
化
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡
特
に
､
住

宅
地
等
に
あ
っ
て
は
､
敷
地
の
周
囲
は
生
け
垣
等
に
よ
り
緑
化
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

②
敷
地
内
に
樹
姿
又
は
樹
勢
の
優
れ
た
樹
木
が
あ
る
場
合
は
､
保
存
又
は
移
植
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
｡

�
そ
の
他

①
建
築
物
本
体
は
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
な
が
ら
､
必
要
に
応
じ
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
｡

②
一
つ
の
敷
地
に
複
数
の
建
築
物
や
工
作
物
､
屋
外
駐
車
場
等
を
設
け
る
場
合
は
､
施
設

間
の
調
和
及
び
施
設
全
体
と
周
辺
景
観
と
の
調
和
に
努
め
る
こ
と
｡

③
敷
地
内
は
､
必
要
に
応
じ
彫
刻
､
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
を
設
置
し
､
魅
力
的
な
空
間
の
創

出
に
努
め
る
こ
と
｡

④
敷
地
内
は
､
可
能
な
限
り
電
線
類
の
地
中
化
に
努
め
る
こ
と
｡

⑤
建
築
物
の
撤
去
後
の
跡
地
は
､
周
辺
景
観
と
の
調
和
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
｡

⑥
必
要
に
応
じ
､
ス
ロ
ー
プ
や
段
差
の
な
い
入
り
口
の
設
置
等
に
よ
り
､
や
さ
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
景
観
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
｡

10
農
地
・
森
林

農
地
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
､
自
然
環
境
に
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
､
潤
い
が
あ
り
四
季

を
映
す
田
園
景
観
の
形
成
に
努
め
る
こ
と
｡
ま
た
､
森
林
に
お
け
る
施
業
に
当
た
っ
て
は
､
森

林
景
観
の
連
続
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
｡
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